運営規程
（目的）

第1条 本事項は、一般社団法人長岡青年会議所（以下、「本青年会議所」という。）の運営を円滑にし、その目的達成を容易ならしめるために、本青年会議所定款及び規程に基づき、組織運営に関する原則を定める。

（役員の任務に関する事項）

第2条 理事長は、定款に定めるもののほか、次の任務を行う。

      （１）　本青年会議所を代表して、議会、行政庁関係、諸団体等に対する折衝及び接待。

      （２）　公益社団法人日本青年会議所総会・地区協議会・ブロック協議会及び理事長会議に出席し、本青年会議所の有する議決権の行使又は意見の発表を行う。

      （３）　本会議所に関する長期計画の企画並びに立案。

      （４）　理事長は例会を招集する。

    ２．　直前理事長は、定款第３３条に定める任務を行う。

    ３．　副理事長・専務理事は、定款の定める任務のほか、次の任務を行う。

      （１）　副理事長は、室及び委員会規程第２条による委員会を分担し、各委員会を統括し、各委員会の円滑なる運営・連絡・調整を図る。
（２）　専務理事は、所務をつかさどり、事務局長を指揮し、事務局を統括す
る。

（諸会合並びに出席に関する事項）

第3条 正会員が本青年会議所及びその他により催す諸会合出席義務を明らかにするため次の事項を定める。
（１）  例会の開催日時及び開催場所については理事会の決定によるものとする。なお理事会の承認により、これを変更することができる。

（２）　正会員は諸会合の出席に関し、時間を厳守しなければならない。また、欠席・遅刻・早退する会員は必ず事前に意思表示するものとする。例会欠席者等は例会日当日正午までに事務局に連絡しなければならない。

      （３）  委員会開催に関しては、室及び委員会規程の定めるところによる。委員会は委員長が召集し、理事長・副理事長・専務理事・室長・理事及び監事の出席を求めることができ、担当事業について審議・運営を図る。ただし理事長等その他の出席者は議決権を有しない。

      （４）　例会運営の順序は日本青年会議所標準型式プログラムを準用する。

      （５）　会員は例会その他、諸行事に出席する場合は、ＪＣバッチ、ネームプレートを着用しなければならない。ただし、理事長が定めるクールビズ期間は、特別に定める場合を除きこの限りではない。
      （６）　例会開会ゴング以降の入場者は遅刻とする。

      （７）　例会閉会ゴング以前の退場者は早退とする。

      （８）　遅刻及び早退は３回を以って例会欠席１回とする。（その年度中）
      （９）　例会の欠席・遅刻・早退のペナルティは以下の通りとし、ペナルティ基金として事業費等にあてる。

（Ａ）無届欠席者…………………………………………１，０００円

        欠席者    …（本条第２号）…………………………２００円

          累積欠席者…（本条第８号）…………………………５００円

          無バッチ  …（クールビズ期間を除く）……………２００円

（Ｂ）例会出席率ペナルティ（半期）

                    ７０％未満…………………………………………３，０００円

                    ５０％未満…………………………………………５，０００円

                    ３０％未満…………………………………………７，０００円

                以下の期間についてはペナルティを免除する。

1 正会員本人の出産の場合…………………産前６週、産後８週

2 正会員本人の入院……………………………………入院期間中

3 会員の家族の死亡……………………４９日を経過するまで。

                4   その他理事長が特に認めた場合
      （10）  会員大会、認承証伝達式、式典及び本会議所理事会が承認した全体事業に参加することにより、例会１回の出席とみなす。

      （11）　委員会開催出席に関しては、委員会開催日の前後の例会どちらか一方を例会メークアップ出席とすることができる。但し、委員会記録に出席者としている場合に限る。

      （12）　総会並びに理事会を開催した場合、定款第２６条並びに定款第４１条に定めるところにより、議事録を作成し、又委員会に於いては出席者名を記載し、委員会記録を提出しなければならない。

      （13）　本青年会議所の例会・理事会または委員会と次に挙げる各号の日程が重複した場合、理事長または委員長に公欠願いを提出し認められた場合は公欠とする。公欠と認められた例会・理事会・委員会は出席したものとみなす。

1. 出向先の会議等

2. 関係諸団体の会議等

（事業費に関する事項）
第4条 本青年会議所活動にかかわる物品購入等に関して、納品書・請求書等には担当委員会名を記載しなければならない。
（有事の際の運営について）
第5条 災害等有事の際において、理事会の招集が困難もしくは緊急を要する場合には、前条までの各号にかかわらず、理事長・副理事長は組織を適正に運営するために全ての決断をする任務を負う。
（附  則）
第6条 本規程は昭和５６年１月１日より施行する。
平成１８年１月１日改正

平成２５年４月１日改正
会員資格規程
第7条 入会に関しては定款に定めるほか次の各号による。

      （１）　入会の申し込みは所定の入会申込書を使用する。

      （２）　推薦者となる正会員は前年度（ただし、新入会員は半期）出席率６０％以上の者を有資格者とする。

      （３）　入会申込書の受理を受けて、理事会において会員資格について審議を行い定款に基づく議決により入会が認められた場合は、当該会員は何れかの委員会に所属するものとする。
      （４）　入会を認められた者は、入会金40,000円を納入し会員証を佩用する。

会費規程
会員の会費は次の通り、指定期日までに納入しなければならない。

正会員　半期70,000円　年額140,000円

ただし、新入会員の会費は、入会年度中に限り、在籍月数に1万円を乗じた額に、半期毎1万円を加えた金額とする。

  例）  2月入会　前期1万円、後期1万円、在籍11ヶ月11万円　
合計13万円

        7月入会　後期1万円、在籍6ヶ月6万円　合計7万円
会費の徴収は1年を2期に分けて徴収する事ができる。2期に分けて納入を希望する
会員は、予め事務局に届け出をしなくてはならない。
慶弔規程
正会員及び特別会員の慶弔見舞については、次のとおり定める。

慶弔見舞の範囲は次のとおりとする。

（１）  結  婚

（２）  死  亡

１　正会員及び特別会員の死亡
２　会員家族（原則として正会員の両親並びに配偶者及び子）の死亡

      （３）  災害（火災・風水害・その他の災害）

      （４）  傷病（原則として入院の場合）

正会員及び特別会員が前条に該当するときは次の見舞金を支給する。

      （１）  結婚祝金

              正会員の結婚  ……………………………２０，０００円以内

      （２）  香華料

正会員の死亡………………………………３０，０００円以内

特別会員の死亡……………………………１０，０００円以内
正会員家族の死亡…………………………２０，０００円以内

      （３）  災害見舞金

              正会員の災害                    理事長がその都度決める

      （４）  傷病見舞金

              正会員の傷病………………………………１０，０００円以内

本規程に定めなき事項については理事長の決定による。

（附  則）

            本規程は昭和５５年１月１日から施行する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年４月１日改正

            会費規程第２条は、平成１４年６月２１日臨時総会改正

（平成１５年１月１日施行）
室及び委員会規程
定款第４３条に定める委員会は、その性格、内容等に応じて室に分別することが
できる。

２．室を担当する室長は会務を担当する理事がこれに当たる。

３．委員会を室に分別せずに、会務を担当する常任理事を置くことができる。
委員会の名称並びに主たる業務及び委員数は理事会で決定する。

委員会には委員長１名・副委員長２名以内・幹事及び委員を置く。

２．理事長・直前理事長・副理事長・専務理事・常務理事・監事・事務局長・事務局次長・室長・常任理事及び理事長が特別に定める者を除く正会員は、全ていずれかの委員会に所属するものとする。
委員長は、理事長が理事会の承認を得て任命することとし、副委員長以下委員は正会
員の中から理事会の議を経て委員長が任命することとする。

委員長、副委員長の任期は１年とする。

委員会は毎月１回以上これを開催することとし、本青年会議所の目的遂行のための事
業を企画立案し、理事会の承認を経てこれを実施する。

２．  委員会定足数は、委員会構成メンバーの半数とする。

委員長は会務を主宰し委員会を招集する。

２．  副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故があった場合はその職務を代行する。

委員長は委員会記録を作成し速やかに理事長に提出しなければならない。
褒賞規程

第1条 　本青年会議所の一年の活動を通じて、特に顕著な功績があった会員並びに委員会に対して褒賞を与えるとともにその功績を讃え、青年会議所活動の活性化に資するものとする。

第2条 　特に優秀な活動のあった会員と顕著な功績のあった委員会並びに例会出席率　　１００％の会員を表彰する。

第3条 　本青年会議所にかかわる全ての活動を褒賞の対象とする。

第4条 　理事長並びに理事会の意見を踏まえて監事会で協議の上、選考する。

第5条 　推薦並びにエントリーは１１月末までに監事会あてに提出する。ただし推薦並びにエントリーの無い個人や委員会に対しても監事会の判断により褒賞を与えることができる。

第6条 　表彰状または記念品を授与し、その功績を讃える。

（附  則）

第7条 　本規程は昭和６１年１月１日より施行する。

平成２５年４月１日改正

〈参  考〉

最優秀Ｊａｙｃｅｅ賞（Ｊａｙｃｅｅ ｏｆ ｔｈｅ ｙｅａｒ）

最優秀活動委員会賞    ＥＴＣ

理事長予定者選任に関する規程
第１章  総      則

第１条　定款第２８条に定める理事長予定者選任の手続きは、この規程に定める所による。

第２条　理事長予定者選任に関する事務を管理する為に理事長予定者選任管理委員会（以下「管理委員会」という）を置く。

第２章  理事長予定者選任管理委員会

第３条　管理委員会は、理事長並びに直前理事長の２名を以って構成する。

第４条　管理委員会は、理事長予定者選任に関する一切の事務処理を行い、選任事務が終了しだい総会に報告しなければならない。

第３章  推薦権及び被選任者

第５条　理事会は、理事の投票により理事長候補者３名を推薦する。

第６条　本青年会議所の正会員は、全て理事長の被選任権を有する。

第４章  投票及び開票

第７条　第５条の推薦は、理事長候補者推薦の為に開催される理事会において投票により上位３名を以ってする。

第８条　理事は、投票に際し、書面による表決を行う事ができる。

第９条　投票は、正会員中より立候補なしで２名連記・無記名で行う。ただし、単記無記名でもこれを有効とする。

第10条　開票は、管理委員会のみで行い、投票内容については一切これを公表しない。

第５章  推薦候補者

第11条　管理委員会は、上位３名の理事長候補者の推薦が決定したことを総会に報告し、その承認を求めなければならない。

第12条　管理委員会は、総会承認の後、３名の理事長候補者にその資格の附与されたことを直ちに通知しなければならない。
第13条　管理委員会から通知された資格を有する３名の理事長候補者は管理委員会立会のもとに次年度理事長予定者１名を選出しなければならない。

第６章  理事長候補者推薦の時期及び次年度理事長予定者決定の時期

第14条　理事会は、理事長候補者の推薦を８月１５日までに行い、管理委員会は、第11 条に基づき、直ちに総会にその承認を求めなければならない。

第15条　第１１条並びに第１２条に基づき、次年度理事長候補者３名は、９月末日までに次年度理事長予定者１名を選出しなければならない。

第７章  当選の無効

第16条　理事長候補者が推薦及び選任に関して本規程に違反したときは、理事会の議を経て、その推薦及び選任を無効とする。

第８章  附      則

第17条　この規程に定めるもののほか、理事長予定者選任に関する必要な事項は、理事会の承認により管理委員会において別に定めることができる。
理事長予定者以外の役員候補者選任に関する規程
第１章  総      則

定款第27条に定める理事長予定者以外の役員候補者選任の手続きは、この規程に定める所による。

第  ２章  選      任

次年度理事長予定者は、次年度役員候補者を選出し、総会に諮り承認を受けなければならない。ただし、直前理事長はこの限りでない。
旅費及び宿泊費規程

第1条 会員の旅費および宿泊費に関しては次のとおり定める。

第2条 次の会議等に出席した場合は、県内外を問わず、旅費の一部又は全額を理事長の承認により支給することができる。

（１）  常任理事会

（２）  理事長会議

（３）  日本ＪＣ関係

（４）  地区協議会

（５）  ブロック協議会

（６）  委員会活動のために出張した場合

（７）  その他理事会の承認を受けた事業のために出張した場合

第3条 前条（１）乃至（７）に出席した会員に対しては、宿泊費の一部または全額を理事長の承認により支給することができる。

第4条 第２条（１）乃至（７）以外の会議に出席した場合の旅費及び宿泊費の支給については、理事長の決裁による。

第5条 会員において旅費及び宿泊費を請求する場合は、各種会議に出席後遅滞なく事務局に申告しなければならない。この場合は事務局備え付けの用紙を用いなければならない。

第6条 本規程に定めなき事項については、理事会の決定による。
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